＜各事業の申請にあたって＞
本事業は文化庁の助成による事業です。経費負担は下記の通りです。

（下記は一般的な要項です。淡路人形浄瑠璃は体育館で実施しますので光熱費程度のご負担となります）
	文化庁負担経費
	地元主催者負担経費

	・団体の公演に係る経費

（出演料、公演料等）

・団体の巡回に係る旅費及び運搬費

・公演会場への生徒の移動に係る経費

　（バス借上料、公共交通機関運賃等）
	・学校の施設設備の使用及び整備に係る経費

　（光熱水費、電源増設経費、ピアノ調律費、

　　ピアノの移動経費、暗幕設置経費等）

・文化施設の利用に係る経費

・諸雑費（花束代、お茶代等）


参加者は開催校の児童・生徒，教職員及び保護者等を対象としています。（※入場料は無料です。）

◎申請について

申請先は学校所管の教育委員会になります。JTBコミュニケーションズのＨＰに掲載されています。
＜貴校に訪れる日をお待ちしております＞
※所管の教育委員会を通して申請していただきます。
事業の概要・詳細については下記ホームページをご参照ください。

http://www.kodomogeijutsu.com/index.html
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「子どものための優れた舞台芸術体験事業」

（巡回公演事業）

＜淡路人形浄瑠璃を学校で楽しめます！＞

伝統芸能に触れて体験する授業をしてみませんか？
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～淡路人形浄瑠璃とは～

　日本の人形浄瑠璃は、江戸時代のはじめに成立した伝統演劇です。プロの劇団としては、大阪の文楽座、そして淡路島の淡路人形座が残りました。最も高度に発展し人形劇として世界に認められています。美術品としても価値の高い人形を三人で美しく力強く遣い、台本は文学としても優れ、音楽も舞台も演出も人間が演じる劇以上に工夫が凝らされ、大人の鑑賞にもたえる舞台芸術として注目されています。

＜巡回公演事業では、こんな授業ができます＞
（事業対象：小学校・中学校、３年間に１校１回まで実施可能です）
子どもたちが優れた舞台芸術を鑑賞し、芸術文化団体等による実演指導、ワークショップやこれらの団体等との共演に参加し、優れた舞台芸術に身近に触れる機会を提供することにより、子どもたちの芸術を愛する心を育て、豊かな情操を養うとともに、コミュニケーション能力の向上に資する事業です。舞台芸術を鑑賞するだけでなく、事前の実演指導やワークショップに参加し、本番の舞台で芸術文化団体等と共演することが本事業の特徴です。子どもたちにとって素晴らしい機会となりますよう、ご協力をお願いいたします。
子ども達が「朝顔日記　大井川の段」では浄瑠璃を語り、「えびす舞」では人形を遣います。ワークショップでは人形浄瑠璃の基礎知識と本公演に参加するための練習を中心に、人形の方は、小学生は一人遣い・中学生は三人遣いで、えびす様にお酒を注ぐ人形を舞台で遣ってもらいます。お酒を注ぐときには皆さんの願い事をお祈りします。「人形教室」では、ワークショップに参加していない児童・生徒さんから代表3人に三人遣いの人形を遣ってもらえます。

◎ワークショップ、本公演の様子
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人形を実際に遣ってみましょう　　　　　　　　　　言葉は少し難しいけど、語りの練習も！！
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練習の成果を精一杯に発表　　　　　　　　　　　　本朝廿四孝の一場面
◎淡路人形浄瑠璃実演鑑賞
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朝顔日記大井川の段のさわり　　　　　　　　　　　　　人形教室で操り方を学びます
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えびす舞の舞台に参加　　　　　　　　　　　　　　　　紙芝居を交えて歴史を知りましょう

※平成２３年度、淡路人形座は巡回公演のGブロックで、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、広島市、岡山市の小中学校で公演します。
この機会に、ぜひご応募ください。
お問合せ先　淡路人形座


〒６５６－０５０３　兵庫県南あわじ市福良丙９３６－３


TEL０７９９－５２－０２６０　FAX０７９９－５２－３０７２


e-mail　awaji-pt@sansan-net.jp











